
書
　
評

濱
　
英
彦
著

『
日
本
人
口
構
造
の
地
域
分
析

　
－
そ
の
変
動
過
程
・
転
換
局
面
・
将
来
展
望
Ｉ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
弘
　
安

　
田
　
本
書
の
目
的
は
、
著
者
の
ま
え
が
き
に
よ
れ
ば
「
明
治
以
降
の

日
本
に
お
け
る
人
口
構
造
変
動
を
そ
の
歴
史
的
・
地
域
的
過
程
を
と
お

し
て
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
認
識
さ
れ
る
特
性
と
問
題
点
と
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
目
的
に
対
し
て
、
本
書
が
「
日

本
人
口
構
造
の
地
域
分
析
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
、
地
域
人
口

構
造
分
析
の
観
点
に
立
っ
た
の
は
、
著
者
が
「
人
ロ
集
団
が
つ
ね
に
歴

史
的
・
地
域
的
に
形
成
さ
れ
特
徴
づ
け
ら
れ
た
実
在
と
し
て
機
能
す
る

と
い
う
明
確
な
状
況
に
ま
ず
注
目
す
る
」
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

地
域
分
析
の
観
点
は
、
そ
れ
を
明
示
的
に
取
り
あ
げ
る
か
否
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
人
口
構
造
の
分
析
の
枠
組
の
な
か
で
、
重
要
か
つ
有
効
な
一

環
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
本
書
の
全
体
を
一
貫
し

て
い
る
基
本
認
識
で
あ
る
。

　
こ
の
認
識
に
基
づ
き
、
本
書
の
目
的
は
、
次
の
各
章
に
よ
っ
て
構
成

　
　
　
　
書
　
　
評

さ
れ
る
論
述
の
な
か
で
明
快
に
達
成
さ
れ
る
。

　
序
　
論
　
人
口
構
造
分
析
の
課
題
と
方
法

　
第
一
章
　
日
本
人
口
都
市
化
の
地
域
的
展
開

　
　
　
　
　
－
明
治
以
降
の
長
期
展
望
と
し
て
ー

　
第
二
章
　
地
域
人
口
変
動
の
現
状

　
　
　
　
　
－
転
換
期
と
し
て
の
一
九
七
〇
年
代
－

　
第
三
章
　
地
域
人
口
の
集
中
と
偏
在

　
　
　
　
　
－
そ
の
計
測
―

　
第
四
章
　
地
域
人
口
流
動
の
競
合
と
バ
ラ
ン
ス

　
第
五
章
　
人
口
再
生
産
の
地
域
構
造

　
第
六
章
　
就
業
人
口
構
造
に
お
け
る
地
域
特
化

　
第
七
章
　
地
域
開
発
と
人
口
変
動

　
結
び

　
付
論
Ｉ
　
地
域
人
口
予
測
の
性
格
と
推
計
方
法

　
付
論
Ｈ
　
都
道
府
県
別
将
来
推
計
人
口

　
以
下
各
章
ご
と
に
、
著
者
の
論
旨
の
展
開
を
評
者
の
立
場
で
要
約
紹

介
す
る
。

　
②
　
第
一
章
は
、
日
本
人
口
の
明
治
以
降
に
お
け
る
地
域
的
展
開
過

程
を
、
人
口
都
市
化
の
観
点
か
ら
明
確
に
し
、
第
二
章
以
下
に
お
い
て

提
示
さ
れ
る
第
二
次
大
戦
後
を
中
心
と
す
る
分
析
の
た
め
の
、
歴
史
的

な
基
盤
と
認
識
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
都
市
の
性
格
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と
発
展
は
、
古
代
以
来
、
そ
の
時
代
の
歴
史
的
性
格
と
発
展
と
を
強
く

反
映
す
る
も
の
で
あ
り
」
、
「
し
た
が
っ
て
つ
ね
に
歴
史
的
に
固
有
な
都

市
化
現
象
お
よ
び
都
市
問
題
を
提
起
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
の
上
に

立
っ
て
、
長
期
的
な
統
計
分
析
が
試
み
ら
れ
る
。

　
し
か
し
そ
の
前
に
、
そ
も
そ
も
都
市
化
現
象
と
は
何
か
？
　
そ
し
て

ま
た
、
そ
の
フ
レ
ー
ム
と
な
る
都
市
地
域
と
は
如
何
な
る
も
の
か
？

と
い
う
問
題
提
起
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
都
市
地
域
の
空
間

形
成
に
直
接
的
な
役
割
を
果
す
の
は
、
人
口
の
移
動
と
集
積
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
個
々
の
都
市
に
と
っ
て
も
っ
と
も
具
体
的
か
つ
基
本
的

な
都
市
地
域
の
意
味
は
、
「
都
市
活
動
に
参
加
す
る
労
働
力
人
口
の
存

在
」
で
あ
る
と
み
る
。
す
な
わ
ち
、
「
都
市
の
経
済
活
動
を
直
接
担
う

人
ロ
集
団
の
居
住
地
域
は
、
そ
の
都
市
に
と
っ
て
の
都
市
地
域
を
形
成

す
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
」
の
で
あ
り
、
こ
の
結
果
、
多
く
の
都
市

に
と
っ
て
「
都
市
化
地
域
は
相
互
に
重
複
交
錯
す
る
」
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
力
人
口
の
存
在
を
基
準
と
す
る
都
市
地

域
の
一
貫
し
た
規
定
の
も
と
に
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
都
市
化
現

象
の
次
の
四
つ
の
特
性
を
敷
衍
し
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

　
①
　
都
市
地
域
全
体
が
数
と
し
て
増
加
す
る
。

　
②
　
個
別
都
市
地
域
に
お
い
て
、
周
辺
農
村
地
域
が
変
質
し
、
都
市

　
　
地
域
の
外
延
的
拡
大
が
進
行
す
る
。

　
③
　
個
別
都
市
地
域
内
部
に
お
い
て
、
地
域
的
性
格
の
分
化
や
多
様

　
　
化
が
進
行
す
る
。

　
④
　
特
定
少
数
の
大
都
市
地
域
が
そ
の
中
間
地
帯
を
含
め
て
、
連
続

　
　
・
広
域
的
な
高
密
度
地
帯
を
形
成
す
る
。

　
か
く
て
歴
史
的
に
固
有
な
現
象
と
し
て
の
都
市
化
現
象
が
、
第
二
節

に
お
い
て
、
明
治
以
降
の
長
期
時
系
列
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
さ
れ

る
。
分
析
指
標
と
し
て
都
道
府
県
別
人
口
増
加
率
が
採
用
さ
れ
、
パ
タ

ー
ン
分
類
に
よ
り
そ
の
長
期
変
動
が
追
跡
さ
れ
る
。
こ
の
分
析
を
通
じ

て
、
一
八
九
〇
年
代
お
よ
び
一
九
二
〇
年
代
が
、
農
村
的
人
口
増
加
か

ら
都
市
的
人
口
増
加
へ
の
転
換
点
で
あ
り
、
こ
の
二
時
点
を
境
界
と
す

る
三
段
階
を
経
て
、
人
口
の
大
都
市
集
中
が
定
着
し
た
と
と
、
そ
れ
は

ま
さ
に
日
本
に
お
け
る
経
済
発
展
の
画
期
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
結
論
さ
れ
る
。

　
③
　
第
二
章
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
地
域
人
口
変
動
と
そ
の

問
題
点
と
を
、
ひ
と
つ
の
全
体
像
と
し
て
描
い
た
部
分
で
あ
る
。
明
治

以
降
の
人
口
大
都
市
集
中
の
流
れ
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
ピ
ー

ク
に
達
し
、
明
治
一
〇
〇
年
を
経
過
し
た
一
九
七
〇
年
代
に
到
っ
て
、

ひ
と
つ
の
画
期
的
な
転
換
局
面
を
迎
え
る
。
著
者
は
こ
の
二
つ
の
年
代

を
明
確
に
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
人
口
変
動
に
お
け
る
二

つ
の
年
代
の
意
義
を
強
調
す
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
高
度
経
済
成
長
を
背
景
と
し
て
、
一
層
加

速
さ
れ
た
人
口
の
大
都
市
集
中
の
流
れ
は
、
過
密
・
過
疎
の
現
実
を
生

み
、
地
域
経
済
社
会
の
重
大
な
ひ
ず
み
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
到
る
。

過
密
・
過
疎
の
現
況
は
、
第
一
節
に
お
い
て
三
つ
の
角
度
か
ら
詳
細
に

分
析
さ
れ
る
。
第
一
の
角
度
は
、
人
口
移
動
の
結
果
と
し
て
の
人
ロ
分

布
形
態
か
ら
の
分
析
で
あ
る
。
過
密
地
域
と
し
て
は
、
東
京
、
大
阪
、
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名
古
屋
の
五
〇
キ
ロ
圈
が
、
過
疎
地
域
と
し
て
は
「
過
疎
地
域
対
策
緊

急
措
置
法
、
一
九
七
〇
年
」
の
対
象
地
域
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　
さ
て
過
密
・
過
疎
の
現
実
は
、
移
動
の
主
流
が
青
年
層
人
口
に
集
中

し
た
こ
と
に
と
も
な
っ
て
、
必
然
的
に
地
域
人
口
の
年
齢
構
成
に
大
き

な
ひ
ず
み
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
る
。
年
齢
構
成
の
ひ
ず
み
は
、
年
齢

特
化
係
数
お
よ
び
年
齢
三
区
分
指
数
の
二
つ
の
指
標
を
用
い
て
鮮
明
に

描
写
さ
れ
る
。
こ
れ
が
第
二
の
角
度
で
あ
る
。

　
第
三
の
角
度
は
、
こ
の
よ
う
な
年
齢
構
成
の
ゆ
が
み
が
も
た
ら
す
出

生
・
死
亡
バ
ラ
ン
ス
の
著
し
い
悪
化
の
分
析
で
あ
る
。
高
出
生
－
低
死

亡
率
の
結
合
に
よ
っ
て
高
率
の
自
然
増
加
を
示
す
大
都
市
地
域
と
、
高

齢
化
人
口
を
べ
ー
ス
と
し
、
低
出
生
－
高
死
亡
率
の
結
合
に
よ
っ
て
、

し
ば
し
ば
マ
イ
ナ
ス
の
自
然
増
加
さ
え
見
出
さ
れ
る
地
域
と
の
対
照
は

明
白
で
あ
る
。
地
域
社
会
の
発
展
に
と
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
一

定
規
模
の
人
口
の
存
在
は
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ

の
事
態
は
い
ず
れ
は
是
正
の
時
機
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
か
く
て
地
域
人
口
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
そ
の
転
換
局
面

を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
転
換
局
面
は
、
第
二
節
に
お
い
て
二
つ
の
点
か
ら
解
明
さ
れ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
全
国
的
な
人
口
移
動
量
の
縮
少
傾
向
で
あ
り
、
そ

れ
は
一
九
七
一
年
を
頂
点
と
す
る
市
町
村
間
人
口
移
動
数
の
減
少
、
一

九
七
五
［
八
○
年
に
お
け
る
三
大
都
市
圈
人
ロ
増
加
率
の
急
激
な
低

下
、
同
じ
期
間
に
お
け
る
地
方
人
口
減
少
県
の
消
滅
と
い
う
三
つ
の
局

面
か
ら
実
証
さ
れ
る
。
転
換
局
面
の
第
二
は
、
府
県
間
相
互
の
転
入
・

転
出
先
（
Ｏ
－
Ｄ
）
パ
タ
ー
ン
の
変
化
で
あ
り
、
一
九
七
〇
年
代
に
入

っ
て
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
の
ロ
ー
カ
ル
化
か
顕
著
と
な
っ
た
事
実
が
確
認

さ
れ
る
。

　
か
く
て
地
方
諸
県
を
中
心
と
す
る
人
口
交
流
は
、
大
都
市
地
域
の
人

口
吸
引
力
の
競
合
現
象
と
と
も
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
地
域
人

口
流
動
の
方
向
と
特
徴
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
著
者
は
結
論
す

る
。

　
㈲
　
第
三
章
は
、
既
に
述
べ
た
過
密
・
過
疎
の
現
況
す
な
わ
ち
地
域

人
ロ
分
布
に
お
け
る
集
中
と
偏
在
の
実
態
が
、
明
治
以
降
の
日
本
人
口

の
歴
史
的
推
移
の
所
産
と
し
て
生
じ
た
状
況
を
、
府
県
人
口
密
度
傾
斜

と
人
口
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
手
法
に
よ
っ
て
分
析
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ

こ
で
人
口
密
度
傾
斜
と
は
、
都
道
府
県
の
人
口
密
度
と
そ
の
順
位
と
の

積
は
一
定
で
あ
る
と
の
著
者
の
考
え
か
ら
、
両
対
数
グ
ラ
フ
に
お
い
て

人
口
密
度
と
そ
の
順
位
と
の
関
係
は
直
線
を
も
っ
て
示
さ
れ
、
そ
の
傾

斜
の
時
間
的
な
変
化
に
よ
っ
て
、
集
中
・
偏
在
の
進
行
の
程
度
が
計
測

さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
著
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
人
口
密
度
傾
斜

は
、
一
九
四
〇
－
四
五
年
を
除
き
、
戦
前
か
ら
一
貫
し
て
増
大
を
続

け
、
府
県
人
口
の
集
中
・
偏
在
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
ま
た
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
著
し
い
緩
和
の
あ
っ
た
こ
と
が
立

証
さ
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
は
対
照
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
州
別
人
口
密

度
傾
斜
の
分
析
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
人
口
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
「
地
域
人
口
集
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
地
点
間
の
相
対
的
関
係
に
し
た
が
っ
て
、
相
互
に
何
ら
か
の
影
響
を
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与
え
る
活
動
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
」
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
こ
れ

を
地
域
人
口
の
量
と
二
地
域
間
の
距
離
と
の
関
係
に
よ
っ
て
説
明
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
口
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
そ
の
等
値
線

を
地
図
上
に
描
写
し
た
マ
ツ
プ
の
形
で
分
析
さ
れ
る
。
著
者
は
都
道
府

県
の
人
ロ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
・
マ
ツ
プ
お
よ
び
そ
の
断
面
図
を
示
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
大
都
市
地
域
と
し
て
の
東
京
の
優
位
は
決
定
的
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
㈲
　
第
四
章
は
、
第
二
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
第
二
の
視
点
、
す
な

わ
ち
大
都
市
地
域
の
側
に
お
け
る
人
口
吸
引
力
と
そ
の
競
合
関
係
、
お

よ
び
地
域
間
人
口
交
流
の
縮
少
、
均
衡
、
広
域
化
の
す
う
勢
を
よ
り
詳

細
に
分
析
し
た
章
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
人
口
吸
引
力
の
大
都
市
地
域

に
お
け
る
競
合
関
係
を
、
東
京
、
大
阪
、
愛
知
の
三
都
府
県
へ
の
転
入

人
口
総
数
に
対
す
る
、
外
部
各
府
県
か
ら
の
転
入
人
口
の
比
を
と
り
、

こ
れ
を
も
と
に
特
化
係
数
を
作
成
し
て
分
析
す
る
。
対
象
期
間
は
一
九

五
五
－
七
五
年
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
東
京
、
大
阪
、
愛
知
の
三
大
都

市
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
に
優
位
を
占
め
る
明
確
な
後
背
地
域
を
も
つ
こ

と
、
年
次
変
化
に
お
い
て
は
相
互
に
相
手
優
位
地
域
へ
の
滲
透
を
深

め
、
結
果
と
し
て
日
本
全
域
に
お
け
る
人
口
流
動
性
を
高
め
て
き
た
と

と
が
立
証
さ
れ
る
。

　
右
記
の
分
析
は
し
か
し
、
三
大
都
府
県
へ
の
転
入
人
口
を
基
礎
デ
ー

タ
と
し
た
分
析
で
あ
っ
て
、
転
出
入
口
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
分
析
は
第
二
節
に
お
い
て
、
府
県
間
の
転
入
・
転
出
率
の
バ
ラ
ン
ス

を
主
題
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
転
入
率
、
転
出
率

を
縦
軸
、
構
軸
に
と
り
、
転
出
入
超
過
率
を
四
五
度
斜
線
と
し
た
グ
ラ

フ
上
で
計
測
さ
れ
る
。
対
象
期
間
は
一
九
五
四
－
七
八
年
で
あ
る
。
そ

の
結
果
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
五
年
以
前
に
お
い
て
全
般
的
に
増
大
し
て

い
た
転
入
・
転
出
率
は
、
一
九
六
五
－
七
〇
年
を
折
返
し
時
点
と
し
て

と
も
に
縮
少
の
方
向
に
転
じ
、
転
出
入
超
過
率
は
ゼ
ロ
・
ラ
イ
ン
に
向

け
て
収
斂
す
る
方
向
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
入
口
流
動
が
す
う

勢
的
に
縮
少
・
広
域
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
間
人
口
交
流

の
力
が
沈
静
化
し
つ
つ
あ
る
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

傾
向
が
全
体
と
し
て
、
第
三
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
九
七
〇
年
代
に

お
け
る
人
口
密
度
傾
斜
の
緩
和
に
導
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。

　
㈲
　
第
五
章
は
、
既
に
第
二
章
で
指
摘
さ
れ
た
地
域
人
口
の
年
齢
構

成
に
お
け
る
大
き
な
ひ
ず
み
が
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
地
域
人
口
構

造
に
対
し
て
、
人
口
再
生
産
と
い
う
長
期
的
観
点
か
ら
、
二
つ
の
重
要

な
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
の
課
題
は
、

各
地
域
に
お
い
て
若
年
労
働
力
と
幼
年
人
ロ
と
の
間
に
著
し
い
過
不
足

を
生
じ
、
労
働
力
人
口
の
再
生
産
過
程
が
撹
乱
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ

る
。
著
者
は
こ
の
状
況
を
第
一
節
に
お
い
て
、
一
五
－
二
九
歳
人
口
に

対
す
る
○
－
一
四
歳
人
口
の
比
率
と
し
て
の
r
e
p
l
a
c
e
m
e
n
t

i
乱
e
x
’

お
よ
び
両
人
口
の
差
と
し
て
の
r
e
p
l
a
c
e
m
e
n
t

g
a
p
の
二
つ
の
指
標

に
よ
っ
て
分
析
す
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
極
端
な

地
域
的
過
不
足
は
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
し

か
し
こ
の
事
実
は
、
大
都
市
地
域
が
青
年
層
・
幼
年
層
人
口
を
と
も
に
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集
積
し
、
遂
に
農
山
村
地
域
が
そ
の
両
者
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
。

　
「
地
域
人
口
流
動
が
ひ
と
つ
の
極
限
に
達
し
た
段
階
に
お
い
て
成
立
し

た
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
」
こ
と
に
、
著
者
は
注
目
す
る
。

　
第
二
の
課
題
は
、
青
年
層
人
口
の
地
域
差
は
、
同
時
に
人
口
再
生
産

年
齢
の
中
心
と
な
る
二
〇
－
三
四
歳
人
口
の
地
域
差
で
も
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
必
然
的
に
各
地
域
の
出
生
力
水
準
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
第
二
節
に
お
い
て
、
一
九
三
〇
年

か
ら
一
九
八
〇
年
に
到
る
年
齢
合
計
出
生
率
お
よ
び
年
齢
別
出
生
率
パ

タ
ー
ン
の
指
標
を
用
い
て
吟
味
さ
れ
る
。
地
域
差
の
分
析
は
府
県
別
デ

ー
タ
を
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
全
国
出
生

力
の
上
昇
・
下
降
い
ず
れ
の
変
化
に
際
し
て
も
、
大
都
市
府
県
出
生
力

が
常
に
先
行
的
に
変
化
し
、
農
村
地
域
が
こ
れ
を
追
う
経
過
が
示
さ
れ

る
。
か
く
て
一
九
七
三
年
以
降
は
、
「
大
都
市
府
県
出
生
力
が
低
順
位

に
固
着
し
、
続
い
て
地
方
諸
県
の
出
生
力
も
一
段
と
低
下
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
全
国
出
生
力
は
画
期
的
低
レ
べ
ル
に
到
達
し
た
」
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。
す
で
に
人
口
移
動
の
縮
少
し
た
一
九
七
〇
年
代
に
お

い
て
は
、
出
生
力
水
準
の
地
域
差
が
、
地
域
人
口
の
変
動
に
対
し
て
相

対
的
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
要
因
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
著
者
は
、
地
方
出
生
力
の
低
下
が
大
都
市
府
県
に
追
随
す
る
か

否
か
に
よ
っ
て
、
人
口
再
分
布
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　
㈲
　
第
六
章
に
お
い
て
は
、
国
民
経
済
社
会
の
発
展
と
密
接
に
関
連

す
る
基
本
的
な
人
口
指
標
と
し
て
、
年
齢
構
成
と
と
も
に
重
要
な
指
標

で
あ
る
産
業
別
就
業
人
口
構
成
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
地
域
に
投
影
さ

れ
た
人
口
特
性
と
し
て
分
析
が
進
め
ら
れ
る
。
採
用
さ
れ
た
デ
ー
タ
は

一
九
六
五
、
七
五
年
に
お
け
る
都
道
府
県
別
の
産
業
大
・
中
分
類
別
就

業
人
ロ
で
あ
り
、
分
析
は
あ
る
産
業
の
地
域
配
分
を
示
す
指
標
で
あ
る

地
域
特
化
係
数
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。

　
製
造
業
中
分
類
一
八
業
種
に
つ
い
て
、
府
県
特
化
係
数
と
そ
の
順
位

に
回
帰
直
線
を
あ
て
は
め
、
そ
の
傾
斜
の
比
較
に
よ
っ
て
、
高
度
経
済

成
長
を
リ
ー
ド
し
た
衣
服
、
石
油
、
金
属
、
電
機
、
輸
送
機
器
、
精
密

機
器
の
六
業
種
が
、
地
域
経
済
の
進
展
を
も
ま
た
り
ｌ
ド
し
た
こ
と
が

示
さ
れ
る
。
ま
た
府
県
の
側
か
ら
み
て
、
複
数
の
産
業
に
特
化
し
て
い

る
府
県
を
、
特
化
産
業
結
合
と
し
て
そ
の
特
色
を
と
ら
え
て
い
る
。
特

に
南
関
東
地
域
に
お
け
る
多
様
な
特
化
結
合
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
地
域

経
済
の
展
開
は
い
ぜ
ん
と
し
て
東
京
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
優
位
の
も
と
に

進
め
ら
れ
、
そ
こ
で
の
産
業
機
能
集
積
が
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
㈲
　
以
上
各
章
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
地
域
人
口
変
動
の
歴
史
的
な

経
過
と
そ
の
諸
特
性
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
そ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
視
野
の
も
と
で
策
定
・
推
進
さ
れ
た
地

域
開
発
政
策
と
の
関
連
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
第

七
章
は
こ
の
観
点
に
立
っ
て
、
実
際
に
意
図
さ
れ
た
地
域
開
発
政
策
の

上
に
、
地
域
人
口
変
動
を
位
置
づ
け
、
政
策
の
評
価
を
試
み
た
終
章
で

あ
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
地
域
開
発
の
基
本
路
線
と
な
っ
た
の
は
、

一
九
六
二
年
に
決
定
さ
れ
た
「
全
国
総
合
開
発
計
画
（
全
総
）
」
で
あ
っ
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た
。
こ
こ
で
の
主
要
目
標
は
人
口
・
産
業
の
大
都
市
集
中
防
止
と
地
域

格
差
是
正
の
二
本
の
柱
で
あ
り
、
そ
の
開
発
構
想
は
、
新
産
業
都
市
や

工
業
整
備
特
別
地
域
の
指
定
に
よ
る
「
拠
点
開
発
方
式
」
で
あ
っ
た
。

し
か
し
す
で
に
前
各
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
方
式
は
結

果
に
お
い
て
、
地
域
人
口
流
動
の
面
か
ら
は
む
し
ろ
若
年
労
働
力
の
流

出
、
過
疎
化
の
進
行
を
加
速
し
た
も
の
で
あ
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

そ
し
て
更
に
、
一
九
六
九
年
に
い
ね
ば
軌
道
修
正
と
し
て
決
定
さ
れ
た

　
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
（
新
全
総
）
」
も
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
路

線
が
す
で
に
定
着
し
た
状
況
の
も
と
で
は
、
人
口
の
大
都
市
集
中
の
流

れ
を
抑
制
す
る
当
初
の
意
図
を
ほ
と
ん
ど
無
効
に
し
て
い
た
事
実
を
指

摘
す
る
。

　
す
で
に
第
二
章
で
言
及
さ
れ
た
よ
う
に
、
地
域
社
会
が
長
期
的
に
発

展
す
る
条
件
と
し
て
、
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
ロ
量
や
人
口
構

造
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
、
一
九
七
七

年
の
「
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
三
全
総
）
」
は
、
「
定
住
構
想
」

を
基
本
目
標
と
し
て
、
人
口
の
再
分
布
と
地
方
定
着
の
促
進
を
前
面
に

押
し
出
し
た
計
画
で
あ
り
、
「
地
域
開
発
政
策
の
か
か
に
人
口
再
配
置

の
考
え
方
が
第
一
義
的
に
登
場
し
て
き
た
」
と
い
う
意
味
で
、
地
域
人

口
問
題
に
と
っ
て
も
ひ
と
つ
の
画
期
を
示
し
た
も
の
と
し
て
著
者
は
評

価
す
る
。

　
著
者
は
こ
の
評
価
の
上
に
立
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
浮
上
し
た
生

産
効
率
主
義
の
修
正
、
生
活
環
境
の
重
視
な
ど
の
意
識
面
で
の
変
化
を

背
景
と
し
つ
つ
、
地
域
人
口
変
動
の
転
換
局
面
を
三
つ
の
可
能
性
か
ら

検
討
す
る
。
可
能
性
の
第
一
は
新
規
学
卒
者
の
地
元
就
職
で
あ
り
、
そ

れ
は
一
九
六
二
年
と
一
丸
七
六
年
に
お
け
る
、
中
・
高
卒
就
職
者
の
転

出
就
職
率
と
転
入
就
職
率
の
相
関
分
析
に
よ
っ
て
吟
味
さ
れ
る
。
し
か

し
い
ま
や
青
年
層
の
人
口
移
動
は
、
中
・
高
卒
者
の
就
職
移
動
よ
り
も

大
学
進
学
者
の
流
れ
に
そ
の
比
重
が
移
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
筆
者
は
第
二
の
可
能
性
と
し
て
、
大
学
収
容
力
の
地
方
分
散
の
課
題

を
検
討
す
る
。
し
か
し
以
上
二
つ
の
可
能
性
は
地
方
諸
県
の
側
の
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
更
に
大
都
市
側
か
ら
の
人
口
流
動
の
可
能

性
が
、
第
三
の
可
能
性
と
し
て
吟
味
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
出
生
か
ら

義
務
教
育
期
ま
で
の
日
本
人
口
の
半
数
は
、
大
都
市
地
域
居
住
者
に
な

っ
て
」
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
多
様
化
し
た
青
年
層
の
行
動
様
式
と

生
活
様
式
に
支
え
ら
れ
て
、
人
口
再
分
散
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
か
ら

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
人
口
変
動
の
新
し
い
局
面
の
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
し
か
し
、
現
実
化
に
際
し
て
の
基
本
的
な
問
題
点
か
お
る
こ
と
を

著
者
は
最
後
に
指
摘
す
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
大
都
市
地
域
側
に
お
け
る

問
題
点
と
し
て
、
す
で
に
強
固
に
形
成
さ
れ
た
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
型
人
ロ

集
積
の
現
実
で
あ
り
、
そ
の
二
は
地
方
諸
県
側
の
問
題
点
と
し
て
、
県

内
に
お
け
る
一
点
集
中
型
人
口
分
布
の
現
実
で
あ
る
。
か
く
て
「
こ
の

現
実
を
前
提
と
し
つ
つ
、
し
か
も
な
お
地
域
人
口
変
動
に
お
け
る
転
換

局
面
の
内
実
を
把
握
し
、
か
つ
そ
れ
に
見
通
し
を
与
え
る
こ
と
が
、
新

し
い
段
階
に
お
け
る
地
域
人
ロ
分
析
の
基
本
課
題
」
で
あ
る
と
結
論
す

る
。
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㈲
　
最
後
に
付
論
Ｉ
お
よ
び
Ｈ
は
、
既
述
の
各
章
に
お
い
て
分
析
さ

れ
た
地
域
人
口
の
変
動
過
程
お
よ
び
転
換
局
面
の
諸
特
性
を
ベ
ー
ス
と

し
て
、
人
口
学
的
手
法
に
よ
る
地
域
人
ロ
予
測
の
方
法
論
と
一
九
七
五

－
ニ
○
○
○
年
の
都
道
府
県
別
将
来
推
計
人
口
の
計
算
結
果
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
推
計
結
果
は
、
大
都
市
圈
城
に
お
け
る
大
規
模
人

口
が
、
な
お
全
国
人
口
配
置
に
対
し
て
主
導
力
を
保
持
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
こ
の
よ
う
な
将
来
人
口
の
見
通
し
は
、
一
九
八
○
年
代
以

降
に
お
け
る
地
域
人
口
構
造
の
諸
特
性
を
、
さ
ら
に
精
密
に
追
跡
す
る

こ
と
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
著
者
は
強
調
す
る
。

　
�
　
本
書
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
特
色
を
敢
え

て
三
点
に
要
約
し
て
書
評
の
結
び
と
し
た
い
。
第
一
の
特
色
は
、
本
橋

の
山
一
で
述
べ
た
著
者
の
基
本
認
識
が
、
一
貫
し
て
論
旨
の
基
底
に
あ

り
、
し
か
も
そ
れ
が
、
膨
大
な
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
く
実
証
分
析
に
よ

っ
て
明
快
に
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
・
地
域
的
に
と
ら

え
ら
れ
た
人
口
構
造
の
諸
特
性
が
、
更
に
将
来
に
向
け
て
展
開
し
う
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
特
色
の
第
二

と
し
て
、
分
析
手
法
の
多
様
な
選
択
と
利
用
を
指
摘
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
本
書
で
は
、
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
分
析
手
法

に
立
脚
し
な
が
ら
、
し
か
も
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
枠
を
こ
え
て
、
人
口

と
経
済
・
社
会
・
文
化
と
の
間
の
複
雑
な
相
互
関
連
の
実
態
の
解
明
に

役
立
つ
接
近
方
法
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
本
稿

で
紹
介
し
た
が
、
い
ず
れ
も
人
口
構
造
の
全
体
的
関
連
を
地
域
に
お
け

る
変
動
過
程
の
な
か
で
と
ら
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
手
法
で
あ
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
第
三
の
特
色
と
し
て
、
こ
れ
は
ま
さ
に
評
者
に
と
っ

て
の
関
心
事
で
も
あ
る
が
、
統
計
デ
ー
タ
の
的
確
な
利
用
を
あ
げ
て
お

き
た
い
。
人
口
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
は
、
他
の
分
野
に
比
べ
て
比
較

的
利
用
し
易
い
状
態
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
膨
大
な
デ
ー
タ

の
な
か
か
ら
、
分
析
に
必
要
な
部
分
を
取
捨
選
択
し
、
整
理
配
列
し
、

更
に
各
種
の
指
標
に
加
工
す
る
作
業
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
著
者

の
こ
の
分
野
に
お
け
る
長
年
の
経
験
の
蓄
積
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
な
し

え
た
作
業
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
本
書
は
、
統
計
利
用
の
見
地
か
ら
も

極
め
て
特
色
の
あ
る
書
物
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
は
成
城
大
学
経
済
学
部
研
究
叢
書
第
十
八
と
し
て
左
記
に
よ
り

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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